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長崎県地学会誌 第80号 1-8(2016)

研 究報 告

長崎県野母半島の侵食平坦面に散在する楕円体礫

田 島 俊 彦
*

Erosional Surface is Scattered Ellipsoidal Conglomerate in Nomo peninsula,

Nagasaki Prefecture

Toshihiko TAJIMA・

I.は じめに

1.楕円体礫の分布域

長崎県野母 (長崎)半島の侵食平坦面にあたる

長崎市黒浜町矢櫃南 (A地点)=標高102～ 120m
付近の野菜畑～ビワ園、矢櫃北 (C地点)=標高
138～ 150m付近の野菜畑、ゴゼ岩東 (G地点)

=標高160～ 170m付近のビワ園、ゴゼ岩西 (H

地点)=標高160～ 180m付近のビワ園、以下宿
町茨山 (」 地点)=標高95～ 120m付近の野菜
畑、上立山 (L地点)=標高100～ 105m付近の
ビワ園には野母オフィオライ ト (仮称)の汀線付

近で形成されたと推定される円磨された硬質の楕

円体礫 [写真 1～ 15、 図 1]が散在している。
2.楕円体礫の形体と呼び方

楕円体礫の呼び方には適当な用語がないので

牧野 (1989)の植物用語図解を参考にして扁平率

により表 1の呼び方 (仮称)を した。黒浜・以下

宿の侵食平坦面からはこれまでに321個の楕円体

礫を採取した。調査の進展にともない表 1に該当

しない亜角礫―角礫が見いだされたので、それら

は扁平率算定から除外してある。

礫 の調査法については角 (1966)、 岡田

(1968)、 藤井ほか (2007)、 高橋ほか編 (2007)、

http://geo.sgll.ac.jp/river/Method/rock/roよ 01.html

などがあるが、これらは様々な河床礫の一般的調

査法であり、本域に散在する楕円体礫の検討には

活用しなかつた。

楕円体礫の扁平率についてはWentwOrthの 1+w

/2t式 [町田ほか (1988)の簡便法]をもちいて
算定した。

楕 円 体 礫 ― 覧 表表

No.

1.

2.

3.

4.

5.

仮 称

平たい楕円体礫

レンズ状楕円体礫

円盤状楕円体礫

楕 円 体 礫

球―楕円体礫

楕 円 体 礫 名

spheroidal conglomerate

lenticular spheroidal conglo.

discus ellipsoidal conglomerate

ellipsoidal conglomerate

global― ellipsoidal conglo.

扁平率の例

5.1～ 6.5以上

4。 1～ 5.0

3.1～ 4.0

2.1～ 3.0

1.0′～ 1.9

* 長崎市八つ尾町26番 15号
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※ 図1.黒浜 ―以下宿地域の地形図については ht,〃 watchセu gsLgojpに より
国土地理院、25,000分 の 1地形図『肥前高島』の一部を縮小コピーした。
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Ⅱ.A地点付近の野菜畑～ビワ園
1.A地点付近に散在する楕円体礫
A地点=矢櫃南の野菜畑は32° 38′ 07N、
129° 48′ 23〃 E、 標高102m付近にある。基盤

岩は風化した野母オフィオライトで緑色千枚岩

～片岩の小角礫質土壌からなり、標高102m付近

に約150ぷ、標高112m付近に約200ピ、標高120

m付近に約100r、 3段の野菜畑になっていて、
地表には同様な分布率で写真 2、 3の楕円体礫

(35個採取)が散在。

A地点付近から採取した35個中から無作為選

んだ25個を造る岩石 (写真 2)は

①斑糖岩Gb… 9個、②閃緑岩Di… 6個、③ ト

ロンニエム岩Tron… 5個、④石英マイロナイト

Qt Mylo… 4個、⑤石英Qt… 1個。

扁平率は①平たい楕円体礫…1個、②レンズ状

楕円体礫…1個、③円盤状楕円体礫…9個、④楕

円体礫…9個、⑤球―楕円体礫…5個。

図 1.黒浜―以下宿地域 国土地理院、25,000分 の1
地形図 『肥前高島』の一部をコピーした。

2.B地点付近に散在する楕円体礫
B地点=矢櫃南のビワ園は32° 38′ 56″ N、

129° 48/23″ E標高108m付近にあり、基盤岩

|ま風化した野母オフィオライ トで緑色千枚岩～

片岩の小角礫質土壌からなり、標高108m付近に

約 100請、標高120m付近に約100ピ、 2段のビワ

園になっていて、その地表には同様な分布率で写

真 2、 3の楕円体礫 (68個採取)が散在してい

る。

B地点付近から採取した68個 中から無作為に

選んだ25個を造る岩石 (写真 3)|ま

①閃緑岩Di… 9個、② トロンニエム岩Tron…

9個、③斑糖岩Gb… 2個、④石英Gt… 2個、⑤

石英マイロナイ トQt Mylo・ …2個、⑥蛇紋岩Serp

・…1個。

扁平率は、①レンズ状楕円体礫… 1個、②円盤

状状楕円体礫… 4個、③楕円体礫…15個、④球

一楕円体礫… 5個。

Ⅲ.C～ F地点付近の野菜畑
1.C地点付近に散在する楕円体礫
C地′点=矢櫃北の野菜畑は32° 38′ 15″ N、

129° 48ノ 32″ E、 標高138m付近にあり、野菜

畑には緑色千枚岩～片岩の小角礫質土壌が堆積

し、標高138～ 140m付近は約 1000」の野菜畑

(写真4)になっていて、その地表には同様な分
布率で写真 5、 6が散在している。

採取した73個の礫中から無作為に選んだ25個

を造る岩石 (写真 6)は

①閃緑岩Di… 9個、②斑糖岩Gb… 5個、③蛇紋

岩Serp… 5個、④ トロンニエム岩TrOn・ …4個、

⑤石英Qt… 2個。

扁平率は、①楕円体礫…12個、②円盤状楕円

体礫…8個、③球一楕円体礫…2個、④レンズ状

楕円体礫… 2個、⑤平たい楕円体礫… 1個。

2.F地点付近の野菜畑
F地点=矢櫃北の野菜畑は32° 38′ 15″ N、

129° 48′ 34〃 E、 標高147m付近にあり、緑色

千枚岩～片岩の小角礫質土壌が堆積し、標高147

～150m付近は約800」 の野菜畑になっていて、

その地表には同様な分布率で写真 6の楕円体礫が

散在、畑・園内の小路とその周辺にも多く散在し

ていて83個を採取した。

田 島 俊 彦
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3.F地点付近に散在する楕円体礫
F地′点付近では合計161個の楕円体礫を採取し

たが、楕円体礫とはほど遠く、長さ4211ull、 重量

37gの亜角礫、割れた半楕円体礫様の長さ4011111、

重量24gの礫もあつたが、このような礫は扁平率

算定からは除外した。

F地点付近から採取した83個の中から無作為

に選んだ25個の岩石 (表 3-2)は
①チャー ト質マイロナイ トCh一Mylo… 8個、

②閃緑岩Di… 7個、③ トロンニエム岩Tron・ …5

個、④石英カタクレーサイ トQt―Cata… 2個、

⑤斑糖岩Gb… 1個、⑥斑糖岩一閃緑岩Gb Di¨・1

個、⑦石英Qt… 1個。

扁平率は、①円盤状楕円体礫…12個、③楕円

体礫… 9個、③球一楕円体礫…4個。

Ⅳ.G～ H地点付近のビワ園
1.G地点付近の楕円体礫
G地点=ゴゼ岩東のビワ園は32° 37′ 45″

N、 129° 48′ 14″ E、 標高175m付近にあり、

基盤岩は風化した片麻状花同岩質マイロナイ ト

[写真 9]ならびに緑色千枚岩～片岩の小角礫質
土壌が堆積し、標高175～ 180m付近は約200ピ、

2段のビワ園になっていて4個の楕円体礫 [写真

8の最上段]を採取した。

①閃緑岩質マイロナイ トDi一Mylo・ …2個、②蛇

紋岩Serp… 1個、③閃緑岩Di… 1個。

扁平率は、①楕円体礫…3個、②円盤状楕円体礫

…・1個。

2.H～ I地点付近の楕円体礫
H地点=ゴゼ岩西のビワ園は32° 37′ 43〃

N、 129° 48′ 10〃 E、 標高170m付近にあり、

基盤岩は風化した片麻状花商岩質マイロナイ トな

らびに緑色岩・緑色千枚岩～片岩の小角礫質土壌

が堆堆積し、標高160～ 180m付近の市道西側に

は約600Jの ビワ園 [写真 7]が、市道東側には

約400」の野菜畑が広がっていて、写真 8下3段

の楕円体礫が散在していた。

H～ I地点では風化した片麻状花商岩質マイロ

ナイ ト・緑色岩・緑色千枚岩～片岩の小角礫質土

壌のビワ園があり、13個の楕円体礫 [写真 8の

下 3段]を採取した。

①閃緑岩 Di… 3個 、②斑糖岩… 3個 、③

長崎県野母半島の侵食平坦面に散在する楕円体礫

チャー ト質マイロナイ ト… 3個、④ トロンニエム

岩Tron… 2個、⑤石英カタクレーサイ トQt―Cata

…・2個。

扁平率は、①楕円体礫…13個、②円盤状楕円

体礫… 1個、③楕円体礫… 1個。

ゴゼ岩東～ゴゼ岩西ビワ園内の片麻状花間岩質

マイロナイ トは緑色岩類や緑色千枚岩～片岩と乱

雑に混在した付加体を形成している。緑色千枚岩

～片岩の多い地帯は小角礫化が進みビワ園になつ

ているが、緑色岩類の部分は巨大岩塊として残存

[写真 9]している。
V.J～ K地点付近の野菜畑
1.」 地点付近に散在する楕円体礫

J地点=茨山の野菜畑は32° 37′ 14″ N、

129° 48′ 08″ E、 標高97m付近にあり、蛇紋

岩・黒色千枚岩～片岩の小角礫質土壌が堆積し、

標高95m付近は約150J、 2段の野菜畑になって

いて、地表には同様な分布率で写真 11のような

礫が散在している。

」地点付近から採取した25個の楕円体礫は写

真 11の とおりであり、岩石は

①蛇紋岩Serp… H個、②斑糖岩Gb… 11個、③

トロンニエム岩TrOn・…1個、④チャー ト質マイ

ロナイ トCh一Mylo…・1個、⑤石英Qt… 1個。

扁平率は、①楕円体礫…15個、②円盤状楕円

体礫… 5個、③平たい楕円体礫… 2個、④球―楕

円体礫… 1個。

2.J地点付近の野菜畑の礫

写真 11、 12の 33個 中には11個の蛇紋岩礫
が含まれていた。普通の蛇紋岩礫は柔らかいが、

ここの蛇紋岩礫中には硬質で輝石岩様のものが

あつた。

3.K地点付近の楕円体礫
K地点=茨 山の野菜畑は32° 37′ 12″ N、

129° 48′ 08″ E、 標高105m付近にあり、蛇紋

岩・黒色千枚岩～片岩の小角礫質の土壌が堆積

し、標高105m付近は約800ピ 、 2段の野菜畑に

なっていて、地表には同様な分布率で写真 12の

ような礫が散在している。

K地′点付近 [写真 10]に散在する17個の楕
円体礫は写真 12の とおりであり、岩石は

①閃緑岩Di… 6個、②蛇紋岩Serp… 3個、

-3-



写真1～ 15

4.C地点=矢櫃北

7.H地点〓ゴゼ岩西
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長崎県野母半島の侵食平坦面に散在する楕円体礫

③チャー ト質マイロナイ トCh一Mylo・ …2個、④

トロンニエム岩TrOn・ …2個、⑤グリーンス トー

ンGst… 2個、⑥斑糖岩Gb… 1個、⑦緑色千枚岩

GPhy… 1個。

扁平率は、①楕円体礫… 8個、②球―楕円体礫

…6個、③円盤状楕円体礫… 2個、④レンズ状楕

円体礫… 1個。

4.」 ～K地点付近の野菜畑

J地点=標高95m付近の野菜畑には一部にビワ

が栽培してある。この畑には以下宿川から取水し

ていた形跡があるが、以下宿川には千枚岩・結晶

片岩・蛇紋岩などの角礫～亜角礫ばかりで楕円体

礫は見かけない。さらにK地点の標高118m付近

以上の野菜畑には黒色千枚岩～片岩の小角礫ばか

りで楕円体礫は存在しない。

Ⅵ.L地点の市道沿いビワ園
1.L地点付近の楕円体礫
L地点=上立山の32° 37′ 10″ N、 129° 48′

48″ E、 標高106m付近で、約1200rにはビワが

栽培され、北側の500ポは野菜畑 (現在は草地)

になっている。ビワの樹下には雑草がないために

楕円体礫を採取できる。ここの基盤岩は蛇紋岩

で、地表には千枚岩～片岩と石英脈石の小角礫状

含有土壌が堆積している。

L地′点=上立山付近には楕円体礫の分布が少な

く6個 [写真 14]を採取した。
①蛇紋岩Serp… 5個、②石英質マイロナイ ト

Qt一 Mylo…・1イ憧]。

扁平率は、①円盤状楕円体礫… 2個、②球―楕

円体礫… 2個、③レンズ状楕円体礫… 1個。

2.L地点に分布する楕円体礫 6個の特徴
①No.1の蛇紋岩礫の重量は98.9gで楕円体礫と

して採取した内最大。扁平率=1.73で球―楕円体

礫の範囲にあるが実際は細長い卵形。②No。 2は

扁平率=4.1で レンズ状楕円体礫。③No。 4と 5は

扁平率=3.7と 3.2で 円盤状楕円体礫、④No.6は

扁平率=1.0で球一楕円体礫。⑤No.3は石英質マ

イロナイ ト亜角礫で扁平率は未算定。

Ⅶ.おわりに

1.野母半島南部の地質概略
野母半島南部西海岸の基盤岩は、野母オフィオ

ライト (カンブリア紀)・ 蚊焼 (チャートー石英

礫質一千枚岩)付加体 (仮称, ジュラ紀=周防

帯)・ 以下宿蛇紋岩付加体 (仮称, 自亜紀)・

秋葉山千枚岩一結晶片岩 (仮称, 自亜紀=三波

川帯)・ 野母蛇紋岩付加体 (仮称, 自亜紀=三

波川帯)な どプレー トの沈み込みによって形成さ

れた付加体 (メ ランジュ)および三ツ瀬層―赤

紫色頁岩一礫岩一変動体 (仮称, 中新世=未付

加体)力 累`重し、それらの境界は必ず構造線や断

層・水平断層・逆断層で接していて、陸上部は全

体的に侵食・削剥によって消滅しさり現在にい

たつている。

2.基盤岩の地形変化
九州や四国の太平洋側には標高100mを越える

侵食平坦面 [高位海成段丘面]が発達している
が、それらはおもに基盤岩の隆起ならびに海洋酸

素同位体ステージ5e期 (12.5万年前)に形成さ

れたもの [小池・町田 (2001)]と 考えられて

いる。

四国地域では室戸岬の北西、行当岬付近では

羽根岬面 I(Hl～ 306m)、 羽根岬面Ⅱ (H2
～265m)、 室戸岬面 (Ml=190m)、 室戸岬
面Ⅱ (M2=128m)ほか多数の海成段丘面が識
別 [貝塚 (1991)]されているが、このうち室

戸岬面 I(Ml=190m)は 室戸岬の基盤の隆起
(主要因)と ステージ5e期の海進が関係してい

ると考えられている。

九州地域では宮崎平野の三財原砂礫層面で標

高60m～ 120m、 唐瀬原礫層面で標高60m～ 160

m、 川上礫層面で標高 110～ 160mな どが確認

[唐本田ほか (1992)]さ れている。

3.楕円体礫の形成場と形体
侵食平坦面であるA～ L地点 (黒浜～以下宿東

部)には野母オフィオライ トや以下宿蛇紋岩付加

体に由来する円磨された硬質の楕円体礫が散在し

ている。大部分は超円礫・円礫で、中には亜円

礫・亜角礫・角礫もある。

重力と直角方向の往復運動をする円磨作用では

楕円体礫が多く形成され、磯波や沿岸流などの回

転運動による円磨作用では球―楕円体礫が形成さ

れたと推定される。千枚岩や片岩は片理と平行な

方向に侵食 0破壊され易いので、平たい円盤状楕

円体礫になりやすい。

-5-
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長崎県野母半島の侵食平坦面に散在する楕円体礫

4.野母半島の地形変化

長崎地域では深堀城山 (350.5m)山頂北西側

には層厚30mの善長礫層 [NESA編 (1971)]が

あり、上位は中新世後期 (6.5Maと 推定)のカン

ラン石玄武岩に被われている。

更新世後期の河成段丘としては平山段丘礫層

[NESA編 (1971)]がある。平山段丘礫層は平

山から竿浦―柳田―草住に流下した段丘と平山か

ら布巻に流下した段丘の総称である。

ステージ5e期の海成段丘と推定されるものに

は長崎港北岸の稲佐海成段丘 (仮称)標高30～

50mがある。野母半島のA～ L地域=黒浜～以
下宿地域では過去の海面変動の証拠は見つかつて

いなかったが、A～ L地域の標高95～ 180mの侵

食平坦面に形のよく似た楕円体礫が多数散在して

いるところから、野母半島の基盤岩が汀線の位

置に存在していた時期とそれらが標高にして95

～180m隆起した時期があつたと考えざるを得な

い。

樺島の樺島漁港や野母の野母漁港は、更新世後

期に形成された溺れ谷である。三ツ瀬付近の海底

には広く花間岩類や野母オフィオライトがあり過

去には黒浜や綱掛岩と地続の山地であったが、現

在は基盤の沈降によって海面下にある。

脇岬の脇津と岬は、別個の島と岬であつたが更

新世後期から完新世にかけてダブルートンボロー

とラグーンが形成され、脇津と岬が繋がつたため

に脇岬と呼ばれるようになった。

脇岬西海岸の棚瀬や野母漁港にはビーチロック

[脇岬礫岩=西村 (1970)]が見られるが、脇

岬ビーチロックは満潮線付近に見え隠れしている

ので、現在この地域は縄文海進後の海退期に入つ

ていると推定される。更新世後期のある時期に黒

浜～以下宿地域では現在の標高95～ 180m付近に

汀線が存在し、その後基盤岩が標高95～ 180m隆

起した。以上のように野母半島各地では中新世後

期から完新世までの間に近接する基盤岩の間で隆

起 (海面低下)と 沈降 (海面上昇)が繰り返され

ている。

謝辞 黒浜町柴原國弘氏は矢櫃の野菜畑から楕円
体礫の採取を許可され、付近の地名についてご教

示くださった。また熊 辰一氏には音山と長一尾
の地名についてご教示いただいた。両氏のご助力

に感謝いたします。
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付録  1.竹 下 壽ほか (1977)で は藍閃石片岩を多用したが、これをアクチノ閃石片岩Actに改称した。
2.楕円体礫は当初は少数の採取礫で浪1定を行つたが、調査の進展に伴い礫数が増加 し321個 になった。扁平率は礫の
個体数に関係 しないことから321個 を浪1定 したのではなく、産出礫の多かった産地は無作為に25個 を選定して測定し
た。

3.各測定表は表 2-1、 A地点=矢櫃南の標高102m付近野菜畑～表 2-2、 B地′点=矢櫃南の標高102～ 120m付近
ビワ園に散在する楕円体礫 100個。

表 3-1、 C地点=矢櫃北の標高138～ 140m付近の野菜畑および表 3-2、 F地点=矢櫃北の標高147～ 150m付近
野菜畑の楕円体礫合計154個。

表 4-1、 G地点=ゴゼ岩束の標高170～ 175m付近ビワ園および表 4-2、 H～ I地点=ゴゼ岩西の標高160～ 180
m付近ビワ園の楕円体礫合計19個。

表 5-1、 J地点=茨山の標高95m付近野菜畑および表 5-2、 K地点=茨山の標高105～ 120m付 近野菜畑の楕円
体礫合計42個。

表 6-1、 L地点=上立山の標高106m付近のビワ園の楕円体礫 6個の扁平率をしめした。
4.紙面節約の意味で、表 2-1、 表 5-2、 表 6-1の縮小版のみをp.6に掲載した。
※ 読みにくい地名 。地形名・岩石名・地層名など :矢櫃 (やびつ)、 以下宿 (いがやど)、 茨山 (いばら)、 斑糖岩 (はん
れい)、 三ツ瀬層 (みつぜ )、 善長礫層 (ぜんちょうれき)、 竿浦 (さおのうら)、 滋れ谷 (おばれだに)、 棚瀬 (たなぜ )、 長
一尾 (ながふとお)。
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